
学位論文内容の要旨 

本論文は，地域在住中高年者や入院高齢者に 6週間の米麹甘酒を摂取してもらい，腸

内環境や栄養状態に及ぼす影響を検討したものである． 

近年，我が国において実数・人口比とも増加している高齢者は，諸臓器の機能低下，

疾病，食欲低下等が契機となり，低栄養や便秘に陥りやすい．便秘は腹部膨満感，嘔吐，

食思不振等につながることに加え，慢性炎症の原因となり，低栄養を引き起こす要因に

なる．さらに高齢者では加齢及び低栄養に伴う運動量の低下や腹筋量の低下が便秘へと

つながり，便秘から低栄養状態へ，さらに低栄養状態から慢性的な便秘へと悪循環に陥

りやすい．そのため医療・介護施設では，咀嚼・嚥下状態や嗜好に合わせた食事や栄養

補助食品の提供を行っているが，十分な成果が挙げられているとは言い難い．一方，ヒ

トの腸内細菌は宿主の健康や疾病に重要な役割を果たしており，高齢者の栄養状態との

関連性について着目されている．しかし，食品を介した腸内環境の変化と高齢者の栄養

状態についての研究は，ほとんどない．そこで，本研究では腸内細菌叢を変化させる米

麹甘酒を摂取することで，高齢者の便秘や腸内環境が改善し，さらには栄養状態も改善

するのではないかと仮説を立てた．また高齢者の栄養状態の改善を図る新しいアプロー

チとして，米麹甘酒摂取により腸内環境を変化させるという方法を試みた．  

第一章は，中高年者を対象に米麹甘酒を摂取してもらい，その前後での腸内環境と便

秘症状の変化を明らかにすることを目的とした．方法は，中高年者 32 名に，35 g/ 日，

6週間の米麹甘酒介入を行った．介入前後に Bristol stool scale（BSS）と日本語版便

秘評価尺度（CAS）を調査した．介入前後の糞便から腸内細菌叢（13 項目）を定量 PCR

法により測定した．結果は，BSSと CASは，介入前後に有意な差が確認された．被験者

は普通便に近づき，便秘群では甘酒摂取により便秘症状の有意な改善がみられたが，非

便秘群でも軟便化や便失禁増加は見られなかった．一方，腸内細菌叢は， Firmicutes / 

Bacteroidetes 比の有意な低下，便秘群では Bifidobacterium，Akkermansia の有意な
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増加がみられた．以上のことから，第一章では，6週間の米麹甘酒摂取は便秘症状を呈

する中高年者の便秘を改善し，腸内細菌叢の変化を確認した． 

第二章は，入院高齢者を対象に，米麹甘酒を摂取してもらい，排便と栄養状態に及ぼ

す影響を明らかにすることを目的とした．方法は，入院高齢者 12 名に，第一章と同様

に米麹甘酒を 6 週間摂取してもらった．Geriatric Nutritional Risk Index（GNRI）

をはじめとする栄養状態や排便状況，摂取栄養素，処方薬剤を調査した．結果は，CAS

は介入前（Pre）から介入後（Int）で便秘から非便秘へ有意に改善した．血清 Alb 値

は Pre（3 . 3± 0. 5 g/dl）から Int（3 . 4±0. 5 g/dl）へと維持・改善し，甘酒摂

取終了 6 週後（Post：3 . 2± 0 . 3 g/dl）には有意に悪化し，GNRI も同様の結果と

なった．また，介入前に薬剤数が多い（6 種類以上）ポリファーマシー群は，非ポリフ

ァーマシー群と比較してこれらの改善効果があった．以上のことから，第二章では，米

麹甘酒摂取は，入院高齢者の排便状況を変化させ栄養状態の改善をもたらすことが確認

され，ポリファーマシーとの関連が示唆された． 

米麹甘酒摂取は，中高年者では，炎症に関連のある腸内細菌叢の組成を変化させた．

それによって腸管内の炎症状態を軽減させ，たんぱく質の異化が抑制されることによっ

て，高齢者の低栄養状態を改善することが推測される．しかし，中高年者では，血液生

化学検査をおこなっていなかったため，入院高齢者では，新たに血液生化学検査を加え

て，調査をした．その結果，米麹甘酒摂取は，入院高齢者の栄養状態の維持・改善をも

たらし，中高年者と同様の腸内細菌叢の変化の機序で，栄養状態が改善した可能性が推

測された．高齢者にとって，米麹甘酒摂取は，腸内細菌叢の乱れ（dysbiosis）を軽減

させ，排便や栄養状態を改善させるプレバイオティクスとして作用することができるの

ではないかと考えられる．栄養障害リスクの高い高齢者において米麴甘酒摂取が，腸内

細菌叢をはじめとする腸内環境の変化とともに栄養状態を改善させる新たな食事療法

として有効性を示唆する初めての知見である．一方で，被験者のサンプルサイズが小さ

いことや対照群が設定されていないことから，比較試験を行う必要がある．今後，腸内

細菌叢に着目した低栄養状態の改善となる科学的根拠を増やすことで，最終的には入院

回数の減少や要介護状態の遅延など，総医療費の削減や高齢者自身の QOLの向上と健康

寿命の延伸に貢献することが期待できる．  
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論文審査結果の要旨 

 

我が国において実数・人口比とも増加している高齢者は，諸臓器の機能低下，疾病，

食欲低下等が契機となり，低栄養や便秘に陥りやすい．便秘は腹部膨満感，嘔吐，食思

不振等につながることに加え，慢性炎症の原因となり，低栄養を引き起こす要因になる．

そのため医療・介護施設では，咀嚼・嚥下状態や嗜好に合わせた食事や栄養補助食品の

提供を行っているが，高齢者にとって食事を介した低栄養を改善する手段や効果は少な

く，限定的である．よって本研究は腸内環境を変化させる米麹甘酒に着目し，地域在住

中高年者や入院高齢者に 6週間の米麹甘酒を摂取してもらい，腸内環境や栄養状態に及

ぼす影響を検討した． 

 その結果，中高年者では米麹甘酒摂取は便秘を軽減させ，炎症に関連のある腸内細菌

叢が変化した．それによって腸管内の炎症状態を軽減することが推測されたが，中高年

者では，血液生化学検査をおこなっていなかったため，入院高齢者では，新たに血液生

化学検査を加えて，調査をした．その結果，入院高齢者では米麹甘酒摂取は排便状況を

変化させ，栄養状態の維持・改善をもたらすことが確認された．入院高齢者では，腸内

環境が変化したが，中高年者での結果を踏まえるとこの結果は，腸内細菌叢の変化をと

もなっている可能性があり，最終的に栄養状態を改善させた可能性が推測された．また

ポリファーマシー（多剤服用）の者の方が，米麹甘酒摂取による腸内環境や栄養状態の

改善効果があった． 

本研究は，栄養状態がなかなか改善され難い高齢者において，米麹甘酒摂取が腸内環

境の変化とともに栄養状態を改善させる新たな食事療法として有効性を示唆する初め

ての知見である．今後，腸内細菌叢に着目した低栄養状態の改善となる科学的根拠を増

やすことで，最終的には入院回数の減少や要介護状態の遅延など，総医療費の削減や高

齢者自身の QOLの向上と健康寿命の延伸に貢献することが期待できる． 

公聴会で行った最終試験では，規定の時間内で発表を終わらせ，副査の先生方からの

質問に適切に回答していた．以上の結果より,学術上,実際上寄与するところが少なくな

い.よって,本論文は博士（栄養学）の学位論文として価値あるものと認める.  


